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入 札 説 明 書 
 

令和８年９月１８日さいたま市水道局告示第１３６号により告示した入札等については、関係法令等に定

めるもののほか、この入札説明書によるものとします。 
 

１ 件名 
  固相抽出装置（２台）の購入 
 
２ 競争入札参加資格確認申請に関する事項 

⑴ 提出方法 
  埼玉県電子入札共同システム（以下「電子入札システム」という。）により、競争入札参加資格

確認申請時に競争参加資格確認申請書を提出してください。入札参加資格の確認のための必要書類

については、別途、提出期間内に持参、郵送又は電子メールにて提出してください。 
なお、電子入札システムを利用できない場合は、紙入札参加承認申請書とともに、持参、郵送又 

は電子メールにて提出してください。 
⑵ 提出書類 

ア 競争参加資格等確認申請書（電子入札システムを利用する場合） 
イ 競争入札参加申込兼資格確認申請書（電子入札システムが利用できない場合） 

⑶ 提出期間 
告示の日から令和８年１０月５日（月）午後４時まで（持参の場合は、さいたま市の休日を定め

る条例（平成１３年さいたま市条例第２号）第１条第１項に規定する休日を除く午前９時から午後

４時まで） 
⑷ 電子入札システム以外の提出先 

さいたま市水道局業務部管財課契約係 
〒３３０－８５３２ 
さいたま市浦和区常盤６－１４－１６ 
電話  ０４８（７１４）３０８０ 
ＦＡＸ ０４８（８３２）３３３６ 
電子メール keiyaku-suido-kanzai@city.saitama.lg.jp 
 

３ 仕様に関する質問方法 
 ⑴ 提出方法 
   電子入札システムにより行います。 
   電子入札システムを利用できない場合は、質問書を持参、郵送又は電子メールで提出してくださ

い。 
 ⑵ 電子入札システム以外の提出先 
   ２⑷に同じ 
 ⑶ 受付期間 
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   ２⑶に同じ 
 ⑷ 回答方法 

令和８年１０月１３日（火）までに、電子入札システムに掲載します。電子入札システムを利用

できない場合は、電子メール又はＦＡＸにて回答します。 
 
４ 入札保証金に関する事項 

⑴ 入札保証金免除申請について 
入札保証金の免除申請をする場合は、令和８年１０月５日（月）午後４時までに、入札保証金免除申

請書と併せて下記のいずれか一方の書類を提出してください。提出方法については、持参、郵送又は電

子メールにてお願いいたします。 
ア 保険会社との間に市を被保険者とする入札保証保険契約の保険証券（ただし、保証金額が開札時に

見積もった金額（税込み)の１００分の５に満たない場合は、当該入札を無効とします。） 
イ 過去２年の間に国又は地方公共団体と締結した、本入札と種類及び規模を同程度とする契約書の写

し及び履行完了を証明する書類の写し（２契約分、記載が日本語以外の場合はその翻訳も添付してく

ださい。） 
⑵ 入札保証金について 

競争入札参加資格確認において入札参加資格が有り、かつ入札保証金が必要となる方につきまし

ては、令和８年１０月２０日（火）午後３時までに、さいたま市水道局契約事務規程（以下「契約

事務規程」という。）第２１条の規定により見積もった金額（税込み）の１００分の５以上の額

を納付書で納付いただく、又は契約事務規程第２３条に規定している入札保証金に代わる担保をお

持ちしていただく必要があります。なお、納付いただいた場合は領収書の写しを納付期限までに管

財課に提出してください。 

 

５ 入札及び開札に立会う者に関する事項 
入札の参加者は開札に立ち会うことができます。開札に立ち会うことができる者は、入札参加者（代表

者）又はその代理人とし、１名のみです。なお、代理人が立ち会う場合は、開札に関する権限の委任を受

けなければなりません（入札前に委任状を提出していただきますので、ご持参ください。）。 

  

６ 入札及び開札に関する事項 

⑴  入札方法 

ア 電子入札システムから入札金額を記録してください。やむを得ない事情により電子入札システ

ムが使用できず、紙による入札を実施する場合は、事前に「紙入札参加承認申請書」を提出して

ください。 
イ 紙による入札の場合は、指定の入札書をもって行い、到達期限までに書留郵便（簡易書留郵便

を含む。）により提出してください。郵送の際には、二重封筒を用いることとし、内封筒に入札

書を封入し、表側に件名、開札日時及び入札参加者名を記載し、封かんしてください。また、内

封筒の裏側３か所に封緘印を押印した上で、郵送用の外封筒により送付してください。なお、郵

送用の外封筒は、あて名を「さいたま市水道局業務部管財課契約係」とし、表側に「入札書在中

」と朱書きするとともに、入札参加者の住所、名称（法人にあっては、法人名）を記載してくだ
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さい。 

また、電子くじ番号欄に任意の３桁の数字（０００～９９９）を必ず記載してください。電子

くじ番号欄が未記入の入札書による入札は無効となります。 

  ウ 紙による入札の場合の、入札書に記載する日付は開札日を記載してください。 

  エ 内訳書については、落札者となった場合に提出を行うものとします。 

⑵ 再度入札の実施 

ア 落札者がない場合は、再度入札を行います。 

イ 再度入札の回数は、１回とします。 

ウ 再度入札を行う場合は、初回の入札における最低入札価格及び再度入札の入札書等の提出方

法・到達期限について、競争入札参加者へ連絡します。 

エ 再度入札には、初回の入札に参加しなかった者及び初回の入札で無効とされた者は参加できま

せん。 

⑶ 不調時の取扱い 

ア 再度入札によってもなお落札者がないときは、再度入札に参加した者の中から契約の相手方を

選定し、随意契約の方法により契約を締結する場合があります。 

イ 再度入札において無効の入札を行った者は、前項の規定による随意契約の相手方となることが

できません。 

 ⑷ 落札とすべき同額の入札をした者が２者以上いる場合 
落札とすべき同額の入札をした者が２者以上いるときは、直ちに電子くじにより、落札者を決定

します。 
⑸ 落札者の決定方法 

契約事務規程第２４条の規定に基づいて作成した予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって

有効な入札を行った者を落札者とします。 
⑹ 開札結果 

落札者となるべきものがあったときは、開札日に電子入札システムにおいて通知します。なお、

電子入札システムを利用できない場合は、個別に通知します。 
 ⑺ 入札の無効  

ア 契約事務規程第２７条に該当する入札は無効とする。  
イ 所定の提出方法によらずに提出された入札書による入札は無効とする。  
ウ 到達期限までに到達しなかった入札書による入札は無効とする。  

⑻ 電子入札システムにおける会社名や代表者の変更等の取り扱い 
会社名や代表者の変更等により電子証明書の情報の変更（再取得）が間に合わない場合等、競争

入札参加資格者名簿の登録内容と電子証明書の情報が相違となる場合は、紙による入札を実施して

ください。 
 

７ 契約保証金に関する事項 
⑴ 契約保証金について 

契約締結日までに、契約事務規程第４条第１項の規定により契約金額（税込み)の１００分の１

０以上の額を納付書で納付いただく、又は契約事務規程第４条第２項に規定している契約保証金に
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代わる担保をお持ちしていただく必要があります。なお、入札保証金を契約保証金に充当すること

が出来ます。 

⑵ 契約保証金免除申請について 
契約保証金の免除申請をする場合は、落札者決定後すぐに契約保証金免除申請書と併せて以下のいず

れか一方の書類を提出してください。 
ア 保険会社との間に市を被保険者とする履行保証保険契約の保険証券（保証金額は契約金額（税込

み)の１００分の１０以上としてください。） 
イ 過去２年の間に国又は地方公共団体と締結した、本入札と種類及び規模を同程度とする契約書の写

し及び履行完了を証明する書類の写し（２契約分、記載が日本語以外の場合はその翻訳も添付してく

ださい。） 


